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建設環境委員会会議録 
 
平成３０年１２月１１日 火曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時０５分閉議（実時間１１６分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１３１号・平成３０年度八代市一般

会計補正予算・第１１号（関係分） 

１．議案第１３６号・平成３０年度八代市農業

集落排水処理施設事業特別会計補正予算・

第１号 

１．議案第１３７号・平成３０年度八代市浄化

槽市町村整備推進事業特別会計補正予算・

第１号 

１．議案第１４１号・平成３０年度八代市下水

道事業会計補正予算・第１号 

１．議案第１５５号・平成３０年度八代市一般

会計補正予算・第１２号（関係分） 

１．議案第１５８号・平成３０年度八代市下水

道事業会計補正予算・第２号 

１・議案第１４２号・専決処分の報告及びその

承認について（平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第１０号（歳出分）） 

１．議案第１４９号・市道路線の廃止について 

１．議案第１５０号・市道路線の認定について 

１．議案第１５１号・八代市下水道条例の一部

改正について 

１．議案第１５２号・八代市農業集落排水処理

施設条例の一部改正について 

１．議案第１５３号・八代市浄化槽条例の一部

改正について 

１．陳情第４号・八代市中心市街地活性化に伴

う八代市袋町町内旧河川堤防「とも」一部

撤去について 

１．所管事務調査 

 ・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

 ・生活環境に関する諸問題の調査 

 （下水道浸水対策事業に伴う契約締結と進捗

状況について） 

 （都市計画道路八の字線開通について） 

 （第２次八代市環境基本計画（素案）につい

て） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  中 村 和 美 君 

副委員長  百 田   隆 君 

委  員  太 田 広 則 君 

委  員  谷 川   登 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  堀   徹 男 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 建設部長      松 本 浩 二 君 
 
  建設部 
           倉 光 宏 一 君 
  総括審議員兼次長 
 

  下水道総務課長  久木田 昌 一 君 
 
  下水道総務課長補佐 
           坂 井 宏 全 君 
  兼業務係長 
 

  土木課長     西   竜 一 君 
 
  理事兼 
           福 田 新 士 君 
  下水道建設課長 
 
 
  都市整備課長   一 美 晋 策 君 
 

 市民環境部長    潮 崎   勝 君 

  市民環境部次長  稲 本 俊 一 君 

  環境課長     武 宮   学 君 

 市長公室 

  理事兼人事課長  白 川 健 次 君 

                              

○記録担当書記     上 野 洋 平 君 

 

（午前１０時００分 開会） 
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○委員長（中村和美君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり） 

 それでは、定刻となり、定足数に達しました

ので、ただいまから建設環境委員会を開会いた

します。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第１３１号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第１１号（関係分） 

○委員長（中村和美君） それでは、最初に予

算議案の審査に入ります。 

 議案第１３１号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第１１号中、当委員会関係分を議

題とし、説明を求めます。 

 歳出の第７款・土木費について、建設部より

説明願います。 

○建設部長（松本浩二君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

建設部長の松本でございます。 

 本委員会に付託されました議案のうち、議案

第１３１号・平成３０年度八代市一般会計補正

予算・第１１号の建設部所管分につきまして、

倉光総括審議員兼次長、並びに関係課長より説

明させますので、よろしくお願いいたします。 

○建設部総括審議員兼次長（倉光宏一君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）建設部の倉光でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 着座にて説明させていただいてよろしいでし

ょうか。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○建設部総括審議員兼次長（倉光宏一君） あ

りがとうございます。 

 それでは、お手元に、議案第１３１号・平成

３０年度八代市一般会計補正予算書・第１１号

をお願いいたします。 

 ３ページをお開きください。 

 第１表・歳入歳出予算補正のうち、歳出につ

いて御説明をいたします。 

 今回補正をお願いしておりますのは、款７・

土木費を２００万円増額補正し、補正後の額は

５５億１６６万２０００円としております。 

 その内訳は、項１・土木管理費を２００万円

増額するものでございます。 

 次に、詳細を御説明いたします。１９ページ

をお開きください。１９ページの一番下の段の

表でございます。 

 款７・土木費、項１・土木管理費、目２・建

築総務費に補正額２００万円を加えまして、２

億８１３万円としております。 

 財源につきましては、国支出金が１００万

円、県支出金が５０万円、合わせて１５０万

円、それと、一般財源が５０万円でございま

す。 

 補正額の内訳は、節１９・負担金補助及び交

付金の２００万円でございまして、内容は、表

の右、説明欄に記載しております、危険ブロッ

ク塀等除却促進事業でございます。 

 この事業につきましては、先般国の制度に加

え、県におきましても、危険ブロック塀等の所

有者に対し、撤去に係る助成を行う市町村を補

助する制度が創設されましたことから、本市に

おきましては、国、県の補助金を活用しなが

ら、危険なブロック塀などを除却しようとする

所有者に対しまして、費用の一部を補助するた

め、増額補正をお願いするものでございます。 

 ここで、別冊の建設部所管分の建設環境委員

会資料をあわせてごらんください。右上に建設

環境委員会資料、議案第１３１号としておるも

のでございます。Ａ４の縦型でございます。 

 別冊の委員会資料、表紙を１枚めくっていた

だきまして…… 

○委員長（中村和美君） しばらくお待ちくだ

さい。（｢中村委員長、どうも」「済みませ
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ん」と呼ぶ者あり） 

 それでは、倉光総括審議員兼次長。 

○建設部総括審議員兼次長（倉光宏一君） そ

れでは、別冊の建設部所管分の建設環境委員会

資料をあわせてごらんください。 

 表紙をめくっていただきまして、八代市危険

ブロック塀等除却促進事業についてでございま

す。 

 上の１ポツ、危険ブロック塀とは、ここで

は、本事業での補助対象とする要件を、表と図

にしているところでございます。 

 下の２ポツ、事業スキームにつきましては、

事業の財源内訳のほか、補助率と補助額を記載

しております。補助額につきましては、１メー

ター当たりの除却費用が１万２０００円以下

で、２０万円を上限としております。 

 以上、議案第１３１号・平成３０年度八代市

一般会計補正予算・第１１号のうち、本委員会

に付託されました建設部所管分についての説明

を終わります。御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。ありませんね。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１３１号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第１１号中、当委員会関係分につ

いては、原案のとおりに決するに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１３６号・平成３０年度八代市農業集

落排水処理施設事業特別会計補正予算・第１号 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１３６

号・平成３０年度八代市農業集落排水処理施設

事業特別会計補正予算・第１号を議題とし、説

明を求めます。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）下水道総務課の久木田でございます。

よろしくお願いいたします。 

 これから座って説明をさせていただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

 議案第１３６号・平成３０年度八代市農業集

落排水処理施設事業特別会計補正予算・第１号

について説明をいたします。 

 別冊になっております、八代市農業集落排水

処理施設事業特別会計補正予算書・第１号のほ

うをお願いいたします。 

 今回の補正の内容につきましては、来年度当

初からの履行を開始する契約案件について、予

算執行の事前準備として、新年度前に事務処理

を行えるように、債務負担行為の設定を行うも

のでございます。 

 なお、これまでは、このような案件について

は、地方自治法の解釈に照らして違法ではない

ものの、事前準備開始の位置づけが曖昧でした

ので、平成３１年度からは新年度当初から履行

する契約案件のうち、３月議会の議決後では契

約事務に支障を来すおそれのある案件につい

て、債務負担行為の設定を行うこととなったと

ころでございます。 

 それでは、１ページのほうをごらんいただき

たいと思います。 

 第１条に、債務負担行為を設定する事項で、

２ページの第１表のように、農業集落排水使用

料コンビニ収納事務委託について、期間を平成

３０年度から平成３１年度、限度額を、１件当
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たり５５円に収納取扱件数を乗じて得た額及び

基本料月額に消費税及び地方消費税の額を加算

した額として設定するものでございます。 

 ３ページ以降につきましては、債務負担行為

に関する調書でございますので、説明のほうを

省略させていただきたいと思います。 

 以上で、議案第１３６号・平成３０年度八代

市農業集落排水処理施設事業特別会計補正予算

・第１号の説明を終わります。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（山本幸廣君） 今、説明があったんで

すが、債務負担行為の内容等をよく精査をされ

た中で、国に対しても、それと、契約関係につ

いても単年度という状況に、この負担行為をさ

れておるわけですけども、計画性のあるよう

な、今、課長が言われたような計画性のあるよ

うな方向づけをしていただきたいと、これは意

見ですがね。 

○委員長（中村和美君） いいですか。ほかあ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ほかあ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１３６号・平成３０年度八代市農業集

落排水処理施設事業特別会計補正予算・第１号

については、原案のとおりに決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１３７号・平成３０年度八代市浄化槽

市町村整備推進事業特別会計補正予算・第１号 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１３７

号・平成３０年度八代市浄化槽市町村整備推進

事業特別会計補正予算・第１号を議題とし、説

明を求めます。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） それで

は、引き続き下水道総務課の久木田でございま

す。 

 説明をさせていただきます。座って説明をい

たします。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） 議案第１

３７号・平成３０年度八代市浄化槽市町村整備

推進事業特別会計補正予算・第１号について説

明をいたします。 

 別冊になっております、八代市浄化槽市町村

整備推進事業特別会計補正予算書・第１号をお

願いいたします。 

 今回の補正の内容は、先ほど説明しました、

農業集落排水処理施設事業特別会計補正予算・

第１号と同様に、債務負担行為の設定のみを行

うものでございます。 

 それでは、１ページのほうをお願いいたしま

す。 

 第１条に、債務負担行為を設定する事項で、

２ページの第１表のように、浄化槽使用料コン

ビニ収納事務委託について、期間を平成３０年

度から平成３１年度、限度額を１件当たり５５

円に収納取扱件数を乗じて得た額及び基本料月

額に消費税及び地方消費税の額を加算した額と

して設定するものでございます。 

 ３ページ以降につきましては、債務負担行為
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に関する調書でございますので、説明のほうは

省略させていただきます。 

 以上で、議案第１３７号・平成３０年度八代

市浄化槽市町村整備推進事業特別会計補正予算

・第１号の説明を終わります。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１３７号・平成３０年度八代市浄化槽

市町村整備推進事業特別会計補正予算・第１号

については、原案のとおりに決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１４１号・平成３０年度八代市下水道

事業会計補正予算・第１号 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１４１

号・平成３０年度八代市下水道事業会計補正予

算・第１号を議題とし、説明を求めます。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） それで

は、下水道総務課の久木田でございます。 

 引き続き、座って説明をさせていただきま

す。 

 議案第１４１号・平成３０年度八代市下水道

事業会計補正予算・第１号について説明をいた

します。 

 別冊になっております、八代市下水道事業会

計補正予算書・第１号をお願いいたします。 

 今回の補正の内容は、先ほど説明しました、

農業集落排水処理施設事業特別会計、並びに浄

化槽市町村整備推進事業特別会計の補正予算・

第１号と同様に、債務負担行為のみの設定を行

うものでございます。 

 それでは、１ページをごらんください。 

 第２条に、債務負担行為を追加設定する事項

で、４つの事項を設定するものでございます。 

 まず、１つ目の水処理センター水質分析業務

委託は、期間を平成３０年度から平成３１年

度、限度額を１００万円としております。 

 ２つ目の量水器購入経費は、期間を平成３０

年度から平成３１年度、限度額を２４１万１０

００円としております。 

 ３つ目の下水道使用料コンビニ収納事務委託

は、期間を平成３０年度から平成３１年度、限

度額を１件当たり５５円に収納取扱件数を乗じ

て得た額及び基本料月額に消費税及び地方消費

税の額を加算した額としております。 

 ４つ目の公共桝設置工事経費は、期間を平成

３０年度から平成３１年度、限度額を６２３０

万円としております。 

 ３ページ以降につきましては、債務負担行為

に関する調書でございますので、説明のほうは

省略させていただきたいと思います。 

 以上で、議案第１４１号・平成３０年度八代

市下水道事業会計補正予算・第 1 号の説明を終

わります。御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようでございま

す。以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（山本幸廣君） 先ほど来、久木田課
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長、私のさきの発言でも理解されたかわからな

いんですが、私が意図するところはですね、歳

出の予算の中で、債務負担行為をある程度活用

するんですけども、それについては、余り乱発

な使用というのは、これについては、少し考え

ていただきたいなということの、含めての、先

ほどの意見だったんですから、そこあたり御理

解をしてください。 

 債務負担行為に、私たちが一番記憶あるの

は、環境センターの、あの２００億の債務負担

行為をしました。大型関連等々についてはです

ね、債務負担行為というのは、私たちは、これ

はもう、しっかりもう、国からも認められとる

し、国に、そういうのを、やっぱり状況等を報

告しながら負担行為をするわけですので、それ

について御理解をしたいと思いますが、乱発を

したらいけないなということだけはですね、私

の考えですので、これは議員一人一人違います

けれども、私の考えとしては、そういうふうな

理解をしておりますので、どうかひとつ、御注

意しながら負担行為をしていただきたいと思い

ます。わかりましたか。意見ですからね。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１４１号・平成３０年度八代市下水道

事業会計補正予算・第１号については、原案の

とおりに決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 小会いたします。 

（午前１０時１９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２０分 本会） 

◎議案第１５５号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第１２号 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１５５号・平成３０年度八代市

一般会計補正予算・第１２号中、当委員会関係

分を議題とし、説明を求めます。 

 まず、歳出の第４款・衛生費について、市民

環境部より説明願います。 

○市民環境部長（潮崎 勝君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 それでは、議案第１５５号・平成３０年度八

代市一般会計補正予算・第１２号のうち、第４

款・衛生費のうち、市民環境部関係分の説明

を、稲本次長にいたさせますので、よろしくお

願いいたします。 

○市民環境部次長（稲本俊一君） 皆さん、お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）市民環境部の稲本でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 それでは、座らせて説明させていただきま

す。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○市民環境部次長（稲本俊一君） それでは、

議案第１５５号・平成３０年度八代市一般会計

補正予算・第１２号、衛生費中、市民環境部関

係について御説明いたします。 

 予算書の説明に入ります前に、まず、今回の

１２月補正予算における人件費の補正内容につ

きまして説明させていただきます。 

 まず、本年度の人事院勧告等に準じた給与改

定につきまして、本市におきましては、２年連

続の引き上げの実施となっております。 

 今回の改定では、給料表、期末勤勉手当が対

象となっており、まず、給料表につきまして

は、水準を平均０.１６％引き上げるものでご

ざいます。若年層に重点を置いた引き上げ改定

となっており、この改定による引き上げ対象者

は、全会計で９２０名となっております。 

 次に、期末勤勉手当につきましては、年間支
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給月数を４.４月から４.４５月へと０.０５月

引き上げるものでございます。 

 そのほか、給与改定以外の補正の増減の要因

といたしましては、人事異動に伴う職員数の変

動や会計、費目間での異動の影響、退職者や休

職者、育児休業者、市町村職員共済組合負担金

の率改定の影響によるものでございます。 

 それでは、予算書１３ページをお願いいたし

ます。この予算書があるかと思いますので。よ

ろしいでしょうか。 

 それでは、予算書１３ページをお願いいたし

ます。 

 款４・衛生費、項２・生活環境費、目１・生

活環境総務費では２９２６万５０００円の増額

補正でございます。これは、当初予算では２９

名の人件費を計上しておりましたが、今回３４

名となり、５名分の増額分と３４名分の人件費

増額分を計上しております。 

 次に、１４ページにお願いいたします。 

 １４ページになりますが、目５・塵芥処理費

では１２４１万９０００円の減額補正でござい

ます。これは、当初予算では１０名の人件費を

計上しておりましたが、今回８名となり、２名

分の減額分と８名分の人件費増額分の相殺額を

計上しております。 

 最後に、目６・し尿処理費では８４万５００

０円の減額補正でございます。これは、当初予

算と変わらず、３名分の人件費補正となりま

す。 

 以上で、款４・衛生費中、市民環境部関係の

人件費に係る補正内容の説明を終わります。御

審議方よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で、

第４款・衛生費についてを終了します。（｢あ

りがとうございました」と呼ぶ者あり） 

 次に、歳出の第７款・土木費について、建設

部より説明願います。 

○建設部長（松本浩二君） 建設部の松本でご

ざいます。 

 議案第１５５号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第１２号、建設部所管分につきま

して、倉光総括審議員兼次長より説明いたさせ

ますので、よろしくお願いいたします。 

○建設部総括審議員兼次長（倉光宏一君） 建

設部の倉光でございます。 

 着座にて説明させていただいてよろしいでし

ょうか。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○建設部総括審議員兼次長（倉光宏一君） 人

件費の内容につきましては、先ほど衛生費の冒

頭で説明がありましたが、土木費につきまして

も同様でございますので、省略させていただき

ます。 

 それでは、補正予算書３ページをお開きくだ

さい。 

 第１表・歳入歳出予算補正のうち、歳出につ

いて御説明いたします。 

 款７・土木費を９２３万６０００円減額補正

し、補正後の額は５４億９２４２万６０００円

としております。 

 その内訳につきましては、項１・土木管理費

を９２２万８０００円減額、項２・道路橋梁費

を４９７万１０００円減額、項４・港湾費を４

３万３０００円増額、項５・都市計画費を６３

万１０００円減額、項６・住宅費を５１６万１

０００円増額するものでございます。 

 次に、詳細を御説明いたします。１７ページ

をお開きください。 
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 上の表をごらんください。款７・土木費、項

１・土木管理費、目１・土木総務費につきまし

ては、当初予算編成時同様の一般職員６名分の

補正として７４万７０００円を加えて、５２７

７万５０００円としております。 

 次に、目２・建築総務費につきましては、当

初予算編成時から２人減の一般職員１９名分の

補正として９９７万５０００円を減じまして、

１億９８１５万５０００円としております。 

 次に、下の表をごらんください。款７・土木

費、項２・道路橋梁費、目１・道路橋梁総務費

につきましては、当初予算編成時同様の一般職

員１９名分の補正として４１７万４０００円を

加えまして、１億６７００万２０００円として

おります。 

 次に、目３・道路新設改良費につきまして

は、当初予算編成時同様の一般職員２４名分の

補正としまして９１４万５０００円を減じまし

て、８億６５６４万９０００円としておりま

す。 

 続きまして、１８ページをお開きください。 

 上の表をごらんください。款７・土木費、項

４・港湾費、目２・港湾建設費につきまして

は、当初予算編成時同様の一般職員３人分の補

正としまして４３万３０００円を加えまして、

４億９２７０万７０００円としております。 

 次に、下の表をごらんください。款７・土木

費、項５・都市計画費、目１・都市計画総務費

につきましては、当初予算編成時から１名減の

一般職員１２人分の補正としまして４９万９０

００円を減じて、１７億６４８１万３０００円

としております。 

 次に、目２・街路事業費につきましては、当

初予算編成時同様の一般職員５人分の補正とし

まして６１万円を減じて、１億５３８９万９０

００円としております。 

 次に、目３・都市下水路費につきましては、

当初予算編成時同様の一般職員１人分の補正と

しまして１６７万４０００円を減じまして、８

５１７万円としております。 

 次に、目４・公園費につきましては、当初予

算編成時から１名増の一般職員５人分の補正と

しまして６２１万１０００円を加えて、２億８

３１７万１０００円としております。 

 次に、１９ページの目５・区画整理費につき

ましては、当初予算編成時から１人減の一般職

員６人分の補正としまして４０５万９０００円

を減じて、５億１００８万６０００円としてお

ります。 

 次に、１９ページ、下の表をごらんくださ

い。款７・土木費、項６・住宅費、目１・住宅

管理費につきましては、当初予算編成時から２

人増の一般職員７人分の補正としまして５１６

万１０００円を加え、２億１５６４万６０００

円としております。 

 以上、議案第１５５号・平成３０年度八代市

一般会計補正予算・第１２号のうち、本委員会

に付託されました建設部所管分についての説明

を終わります。御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（堀 徹男君） １８ページのですね、

目３の都市下水路費の職員さんの、一般職１人

というのが、ちょっとよくわからないんですけ

ど、何か、係がいらっしゃって、１人だけでや

られてるということなんですかね。 

○建設部長（松本浩二君） 都市下水路に関し

ましては、係員は係長を含め、現在３名体制で

やっておりますが、この費目の中から予算を給

与費として支出しておりますのが１名というこ

とです。 

 同じ１名で、減額の１６７万４０００円にな

っているということにつきましては、年度当初

予算化したときの職員が中堅の職員であり、今
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回、その予算を充てておりますのが、新規採用

から４年目程度の職員だったと思いますが、ち

ょっとこれは、給与の額の違いでございます。 

 以上でよろしいでしょうか。 

○委員（堀 徹男君） その辺は理解はできる

んですよ、職階級で、級で給料が違うので、精

算したらこうなったと。 

 職員さんが１人というふうに見たもんですか

ら、仕事になるのかなと思って、心配してです

ね。ほかの課は、全部５人とかいらっしゃるん

だけど、大体それなりの係長さんとかいらっし

ゃって、何人かスタッフがいらっしゃるのかな

というふうには理解したんですが、記述が１人

と書いてありますので、１人でどんな仕事をさ

れているんだろうと、心配になってですね、ち

ょっと聞いてみたところです。 

 じゃあ、残りの２名は非常勤か何かというこ

となんですか、３人。 

○建設部長（松本浩二君） 河川港湾係としま

してですね、同じ係の中に、港湾と都市下水路

のほうを担当している係がございます。それに

つきましても、お互いに常時都市下水路のみを

担当しているというわけではありませんで、港

湾、または都市下水路、そのような関係で、業

務に関しましては１人で全部最初から終わりま

でやるというような執行の体制ではございませ

ん。 

 以上です。 

○委員（堀 徹男君） わかりました。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 冒頭説明があった中

で、先ほど来衛生の次長からの説明があって、

今回の補正、減額等も含めてありますけども、

人件費の中でも若年層を対象にしたというの

が、冒頭の次長の、前の次長ですよ、衛生の次

長の、稲ちゃんからのですね、そういうのが含

めて、１７ページをですね、見ていただきたい

と思います。１７ページの上段のところで、土

木費、土木管理費の中で、目の建築総務費、減

額で９９７万５０００円、説明の中では、一般

職の中で１９人、２人減ということを、ちょっ

と言われたんですけども、２人減の中で、節の

区分のところで、給料、金額をですね、６１４

万３０００円、この上段を見ながら下段を見て

ください。土木費の道路新設改良費の補正額の

中で９１４万５０００円、それを節のところ

で、給料のところで減の６２２万３０００円、

このときの説明では、一般職が２４名で、当初

予算とほとんど変わらないということの説明が

ありました。この減額補正の中で、ほとんど金

額が、１９名の２名減のところと変わらないん

ですけども、ここらあたりについて、いろんな

要素があると思いますが、その要素を、比較の

中で要素をですね、よろしかれば教えていただ

きたいと思います。 

 例を言えば、高い給料とか、それに対して差

額を経て、補正を組む中で、そのような数字、

合計になったんだとか、そういうこととか、い

ろんなことがあると思うんですね。 

○理事兼人事課長（白川健次君） 人事課、白

川でございます。よろしくお願いいたします。 

 今回の補正、今説明がございました部分につ

いては、多くは人事異動等による影響がござい

ます。人件費の当初予算というのは、その当初

予算の編成時点での人員配置をもとに予算を組

ませていただいているということでございます

から、４月の人事異動の影響を受けて、給料の

高い者が異動して、比較的低目の者が入ってき

たというような場合には、減額になる要素があ

るということです。 

 加えまして、道路新設改良費につきまして

は、育休の職員が１人おりますものですから、

その分の減額が入ってきているということで御

理解いただければと思います。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 白川課長、よくわかり
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ました。よく理解することができました。あり

がとうございました。 

○委員長（中村和美君） いいですか。ほかあ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１５５号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第１２号中、当委員会関係分につ

いては、原案のとおりに決するに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１５８号・平成３０年度八代市下水道

事業会計補正予算・第２号 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１５８

号・平成３０年度八代市下水道事業会計補正予

算・第２号を議題とし、説明を求めます。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） それで

は、下水道総務課の久木田でございます。 

 座って説明をさせていただきたいと思いま

す。 

 議案第１５８号・平成３０年度八代市下水道

事業会計補正予算・第２号について説明をいた

します。 

 別冊になっております、八代市下水道事業会

計補正予算書・第２号をお願いいたします。 

 今回の補正の内容は、ただいま説明がござい

ました、一般会計の補正予算・第１２号と同様

で、人件費の補正でございますので、説明のほ

うを省略させていただきたいと思います。 

 それでは、１ページのほうをごらんいただき

たいと思います。 

 第２条の収益的支出におきまして、第１款・

下水道事業費用のうち、第１項・営業費用を６

２３万４０００円増額しまして、２５億３２７

３万３０００円とし、下水道事業費用総額を２

９億２７５２万３０００円とするものでござい

ます。 

 次の第３条では、今回の増額補正に伴い、議

会の議決を経なければ流用できない経費の金額

を１億９７３４万９０００円から６２３万４０

００円増額しまして、２億３５８万３０００円

と改めるものでございます。 

 次の３ページから９ページにつきましては、

説明のほうを省略をさせていただきたいと思い

ます。 

 １０ページをお願いいたします。 

 収益的支出の補正予算明細書について、内訳

を御説明いたします。 

 支出のうち、款１・下水道事業費用、項１・

営業費用、目３・水処理センター費では、職員

数の５名に変動はございませんが、給与改定・

人事異動等に伴う影響によるもので、節区分の

給料を１７７万４０００円、手当を７５万７０

００円、法定福利費を５７万１０００円、それ

ぞれ増額し、合わせまして３１０万２０００円

の増額補正をお願いするものでございます。 

 また、目５・総係費では、職員数が１３名か

ら１４名に１名増加したこと、及び給与改定・

人事異動等に伴う影響によるものでございまし

て、節区分の給料を２６２万２０００円増額、

手当を１９万８０００円減額、法定福利費を７

０万８０００円増額し、合わせまして３１３万

２０００円の増額補正をお願いするものでござ

います。 

 １１ページ以降につきましては、給与費の詳

細な明細書でございますので、今回の説明は省

略をさせていただきたいと思います。 

 以上、議案第１５８号・平成３０年度八代市



 

－11－

下水道事業会計補正予算・第２号の説明を終わ

ります。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、採決いた

します。 

 議案第１５８号・平成３０年度八代市下水道

事業会計補正予算・第２号については、原案の

とおりに決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 小会します。 

（午前１０時４３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４４分 本会） 

◎議案第１４２号・専決処分の報告及びその承

認について（平成３０年度八代市一般会計補正

予算・第１０号（歳出分）） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 

 まず、議案第１４２号・平成３０年度八代市

一般会計補正予算・第１０号中、歳出分に係る

専決処分の報告及びその承認についてを議題と

し、説明を求めます。 

○市民環境部長（潮崎 勝君） それでは、議

案第１４２号・専決処分の報告及びその承認に

ついて、お願いするものでございます。 

 これは、平成３０年１１月１３日付で専決処

分いたしました、平成３０年度八代市一般会計

補正予算・第１０号に関するものでございま

す。 

 内容は、稲本次長に説明いたさせますので、

よろしくお願いいたします。 

○市民環境部次長（稲本俊一君） 皆様、改め

ておはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）市民環境部の稲本でござい

ます。また、よろしくお願いいたします。 

 座らせて説明させていただきます。 

 それでは、議案第１４２号・平成３０年度八

代市一般会計補正予算書・第１０号について御

説明させていただきます。 

 別冊の議案書の補正予算書・第１０号でござ

います。別冊の議案書があると思います。１０

ページをお開きください。別冊の議案書の１０

ページでございます。よろしいでしょうか。 

 歳出の款４・衛生費、項２・生活環境費、目

５・塵芥処理費の補正前の額１２億９７４０万

５０００円に対し、一般廃棄物収集運搬業務委

託契約訴訟関係事業について、１２０万円の補

正をお願いし、補正後の額を１２億９８６０万

５０００円とするものでございます。なお、財

源は一般財源でございます。 

 この一般廃棄物収集運搬業務委託契約訴訟関

係事業につきましては、現在、福岡高等裁判所

において訴訟中の許可更新処分取消請求控訴事

件（平成２８年許可）に加え、相手方から新た

に、平成３０年許可に対して、同様の取り消し

を求める裁判が、熊本地方裁判所へ提起され、

平成３０年１１月５日に訴状が届いたことか

ら、早急に弁護士の選任などの対応が必要とな

ったため、専決による対応を行ったものでござ

います。 

 内訳といたしましては、弁護士費用としまし

て、許可更新処分取消請求控訴事件の着手金と

して１０８万円、弁護士日当８万円、通信費等

の実費預け金として４万円、合計１２０万円の

補正を専決したものでございます。 

 また、裁判の終結年度が未定であり、今後の
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対応を迅速に図るため、債務負担行為の設定に

ついても、あわせて追加を行っております。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく

お願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 債務負担行為という言

葉が出たんですけれども、先行き不透明という

ことかな。 

○市民環境部長（潮崎 勝君） 座って済みま

せん。 

 終結の日付が年内に終わるか、それとも年度

をまたぐかということが、今のところ不透明で

すので、一応債務負担を組ませていただきまし

た。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） はい、わかりました。 

○委員長（中村和美君） いいですか。ほかあ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了いたします。 

○委員長（中村和美君） 意見がありました

ら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１４２号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第１０号中、歳出分に係る専決処

分の報告及びその承認については、承認するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は承認されました。 

 小会します。（｢ありがとうございました」

と呼ぶ者あり） 

（午前１０時４９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５０分 本会） 

◎議案第１４９号・市道路線の廃止について 

◎議案第１５０号・市道路線の認定について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１４９号・市道路線の廃止につ

いて、及び議案第１５０号・市道路線の認定に

ついては、関連がありますので、本２件を一括

議題とし、採決については個々に行いたいと思

います。 

 それでは、２件について、一括して説明を求

めます。 

○土木課長（西 竜一君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）建設部土木課の西でございます。よろ

しくお願いします。 

 私から、議案第１４９号・市道路線の廃止に

ついて、及び議案第１５０号・市道路線の認定

について、以上２件について説明させていただ

きます。 

 恐れ入りますが、着座にて説明をさせていた

だきたいと思います。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○土木課長（西 竜一君） 早速ですが、説明

させていただきます。 

 今回の説明では、議案書と説明用に作成しま

した、右肩に建設環境委員会資料とあります、

この２件、１４９号分と１５０号分、これをあ

わせてごらんいただきたいと思っております。

よろしくお願いいたします。 

 それでは、まず、議案書の１９ページをお願

いしたいと思います。 

 議案第１４９号では、表に記載されておりま

す二軒屋橋、――よろしいでしょうか。１９ペ

ージです。済みません。記載されております、

二軒屋橋迂回路線、新橋２号線、二軒屋堰線、

江向貝洲二軒屋線の４路線の市道路線の廃止に

ついて、道路法第１０条第３項の規定により提
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案させていただいております。 

 また、済みません、めくっていただきまし

て、議案書の２１ページでございます。 

 議案第１５０号では、表に記載されておりま

す、新橋２号線、二軒屋堰線、江向貝洲二軒屋

線の３路線の市道路線認定について、道路法第

８条第２項の規定により提案させていただいて

おります。 

 それでは、先ほど申し上げました、建設環境

委員会資料をお願いします。 

 議案書に添付しております位置図を補完する

資料として、一部を拡大した資料を作成させて

いただきました。議案第１４９号分と議案第１

５０号分の２つの資料をあわせてごらんいただ

きたいと思います。 

 今回提案しました市道路線の廃止及び認定に

つきましては、熊本県により実施されておりま

す大鞘川流域防災事業に伴うものでございま

す。 

 県では、現在、大鞘川の拡幅や堤防のかさ上

げなどの河川改修工事を実施されております

が、位置図で示しております場所につきまして

は、改修にあわせて二軒屋橋の橋梁のかけかえ

も行われております。 

 これらの工事は複数年の長期間を要しますこ

とから、工事が完了するまでの暫定的な通行に

合わせて、平成２７年度に、廃止路線のほうに

書いてありますが、位置図のとおり、市道路線

の認定を行っておりました。 

 当該箇所の工事が本年１２月、今月ですが、

に完了いたします。そこで、完了後の通行に合

わせて、認定路線の位置図に示しますとおり、

赤色の線ですね、に示しますとおり、市道の起

終点などの変更を行うため、議案第１４９号

で、一旦市道路線の廃止を行いまして、改め

て、議案第１５０号で認定を行うものでござい

ます。 

 なお、二軒屋橋迂回路線につきましては、工

事期間中の代替路線でありましたので、廃止の

みを行う路線となります。 

 以上、説明とさせていただきます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分につい

て、一括して質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、――あり

ませんね。なければ、これより採決いたしま

す。 

 まず、議案第１４９号・市道路線の廃止につ

いては、可決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は可決されました。 

 次に、議案第１５０号・市道路線の認定につ

いては、可決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は可決されました。 

 執行部入れかえのため、小会をします。 

（午前１０時５５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５６分 本会） 

◎議案第１５１号・八代市下水道条例の一部改

正について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、条例議案の審査に入ります。 

 まず、議案第１５１号・八代市下水道条例の

一部改正についてを議題とし、説明を求めま

す。 
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○下水道総務課長（久木田昌一君） 下水道総

務課の久木田でございます。 

 それでは、座って説明をさせていただきたい

と思います。 

 議案第１５１号・八代市下水道条例の一部改

正について説明をさせていただきます。 

 資料につきましては、配付されております、

表紙に建設環境委員会資料、議案第１５１号・

八代市下水道条例の一部改正というのがついて

いるものでございますので、そちらのほうをよ

ろしいでしょうか。 

 それでは、１ページ、表紙めくっていただき

まして、１ページのほうをお願いいたします。 

 下水道使用料の改定につきましては、昭和５

９年から、おおむね４年ごとに改正を行ってお

りまして、今回で９回目でございます。 

 改定理由については、記載のとおりでござい

ますが、汚水処理に係る維持管理費と資本費な

どの経費につきまして、その一部を一般会計か

らの繰入金などにより補塡をし続けることは、

税の公平性の観点から望ましくないため、適正

な受益者負担の水準を検討し、下水道経営の健

全化を目指すために、平成３１年度からの使用

料の改定につきまして、八代市公共下水道事業

審議会に諮問しましたところ、諮問どおりの平

成３１年４月１日施行、平均改定率６.３２％

の値上げが妥当であるという旨の答申を、平成

３０年９月１８日に得ましたことから、答申に

基づいて改定を行うものでございます。 

 次に、使用料体系につきましては、下の表の

とおりでございます。米印で記載のとおり、水

量区分ごとの単価は、前回、――平成２６年度

でございますけど、と同様に５段階区分で行い

まして、単価水準の公平性を考慮しまして、各

階層が平均して６.３２％に近い改定率となる

ように設定をいたしております。 

 次、２ページのほうをお願いいたします。 

 ２ページの上段には、排出量別の下水道使用

料の比較表を掲載しておりますが、一般に下水

道世帯で多い水量区分は、９トンから２０トン

の間でございまして、２０トンでいいますと、

現在、税抜きで３２２０円が３４２４円に、値

上げ幅が２０４円で、改定率が６.３４％とな

ります。 

 また、３ページには、使用料の改定による影

響額を掲載しておりますが、年間６０００万円

から７０００万円程度を見込んでおりまして、

４年間で２億７０００万程度を見込んでおりま

す。 

 次に、その資料の一番後ろについておりま

す、Ａ４判、横の１枚物で用意しております、

折れ線グラフの資料のほうをごらんをいただき

たいと思います。こちらでございます。 

 こちらは、今回の使用料改定の考え方と、今

後の使用料収入などの予測を示したものでござ

います。 

 横軸に年度、縦軸に金額を示し、２つの折れ

線グラフを示しております。直近の審議会が、

４年前の平成２６年度に行われ、翌年の平成２

７年度、黒い破線になっておるかと思います

が、使用料改定年度、また、今回は、本年度の

平成３０年度に審議会を行い、平成３１年度に

改定、さらに、４年後の平成３４年度、――済

みません、わかりやすいように、平成が続いた

らというような表記で表現させていただきまし

たので、御了承をいただきたいと思います。

で、審議会を開催しまして、平成３５年度に改

定を予定しております。 

 右上には、凡例を記しておりますが、水色の

線は使用料収入の推移でございます。管渠の拡

張や、４年ごとの使用料改定によりまして、右

肩上がりとなっております。 

 次の、茶色の線は、使用料対象経費であり、

これまで、浮き沈みはありますが、今後は右肩

下がりで減少するものと見込んでおります。そ

の理由といいますと、使用料対象経費が、汚水
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に係る維持管理費と資本費、いわゆる企業債の

元利償還金でありますが、特に資本費が減って

いくという見込みによるものでございます。 

 この茶色の線と水色の線の差が、使用料収入

で賄い切れない、不足している部分となり、一

般会計からの基準外繰入金と資本費平準化債に

よる穴埋めをしているような状況でございま

す。 

 そこで、今回の使用料改定率６.３２％でご

ざいますが、前回、平成２６年度の審議会で議

論されました考え方を引き継いだものでござい

まして、平成２６年度に国が示しました、今後

１０年で下水道整備をおおむね完了という方針

に基づきまして、平成３７年度を下水道法で位

置づける本来の１００％の適正負担となるよう

目標年度を位置づけ、それまでは４年ごとに段

階的な使用料改定を行っていくといった考え方

により試算したものでございます。 

 以上で、議案第１５１号・八代市下水道条例

の一部改正についての説明といたします。御審

議のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 今、説明の中で、担当

の職員としての見方というですか、この使用料

の値上げについて、いろんな分析をされた中で

ですね、答申は答申として、審議会は審議会と

別として、担当の職員の、その考え方をです

ね、少しお聞かせいただければなと思います。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） 先ほど言

いましたように、今年の７月から９月にかけま

して審議会を開催させていただきました。その

中では、委員のほうにもお話をしておりますよ

うに、下水道法で定める適正な受益者の負担と

いう部分につきまして、その分につきまして、

見解等を中心に述べさせていただいている現状

でございます。前々から申しておりますとお

り、なるだけですね、特に、基準外繰入金につ

いて削減、もしくは解消するというのを目途に

目指しておるような現状でございまして、先ほ

どちょっと説明もいたしましたように、前回４

年前の審議会の中でも、実質平成３７年度まで

でございますので、今回を含めて、前回、それ

と次回ということで、３回の審議会の中で６.

３％程度を改定していけば、本来の負担の１０

０％になるんではないかというような試算を持

っているところでございますので、それを目途

に、粛々と努力させていただきたいというふう

に考えてます。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） 今回については、使用

料の値上げなんですけども、それに対する４年

間の審議会、この裁定をした中での、使用料が

未納になったり、そしてまた、いろんな問題が

あったということはないわけですか。ちょっと

お聞かせください。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） 今の件に

つきましては、委員も御心配の点だというふう

に思います。審議会の委員のほうからも御心配

ということでお話は出ております。そういうこ

とで、答申に当たっては、３つの附帯意見とい

うのを添えられております。 

 附帯意見３つといいますのは、今言いました

ように、維持管理費のほうの提言という部分、

それと、水洗化率・収納率のアップ、それと、

料金改定ということでございますので、受益者

の方が周知徹底等をするという部分の３つの部

分の附帯意見が添えられているような現状でご

ざいます。 

 そういうことで、附帯意見については、十分

対応できるような体制を持ちながら、今後対応

をしていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） 今回の改定の使用料に

ついては賛成をいたしますが、根本的に下水道
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の、この前ですね、中村委員長のもとで管外の

行政視察に行ってきました。松本部長も御同席

いただいて、これは仙台市がですね、下水道の

大改革をしなきゃいけない時期に来たというこ

とになったんですね。その中には、いろんな問

題をクリアせないかんと。特に、改修費用の削

減等を含めてでありますけども、使用料は使用

料として、これはもう絶対企業特別会計の中で

は必要なんで、値上げして、その水準まで持っ

ていくのは当たり前なんですけども、やはり老

朽化が進んどると、これは仙台は、東京、京

都、それから、仙台、日本で３番目に早く下水

道に取り組んだ町だそうです。１３０年ぐらい

かな、ということだったんですけども、そうい

う中で、いかに経費の節減をしていく、老朽化

がどんどんどんどん進んどりますので、いろん

な工事の中での、いろんな資材等のですね、等

々の検討、システム化を全部やってしまうと、

しとるということで、総合的な中で、私は、課

長、これは使用料の値上げ等も含めてですね、

その使用する方々に、今、八代の下水道の現状

はこうなんだと、将来２０年、３０年には、こ

れだけの予算化をしていかなければ、下水道事

業というのは成り立っていかないと。それにつ

いては、やはり受益者負担の原則として、これ

だけの使用料の改定というのを御理解いただ

き、私どももこう理解する、そういう中でです

ね、方向性を、使用する方々に、まずはです

ね、これはもう、説明責任があると思います。

それをやってほしいなということだと思います

ので、ぜひとも取り組んでいただきたいなと思

います。いかがでしょうか。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） 先ほども

お話をしましたとおり、議決をいただければで

すね、来年４月からの改定ということで、議決

をいただけるんじゃなかろうかというふうに思

っておりますところですけど、早速１月からは

ですね、受益者の方々、特に大口の方々を中心

としてですね、改定の趣旨、内容等を含めた中

で、周知徹底を図った上で、料金改定等を十分

御理解いただいた上で、利用料金のほうの納付

をいただけるように努力をしたいというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） 今の言葉をですね、し

っかり受けとめて、私たちも採決には、そのよ

うな採決に賛成をしたいと思います。 

 後の対応についてはですね、久木田課長、ぜ

ひともですね、利用者の方々から信頼できるよ

うなですね、やはり下水道事業を進めていただ

きたいという要望です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（太田広則君） 今、山本委員が言われ

たのと関連するんですけど、大事なことを言わ

れてですね、経費節減ですね、受益者にばか

り、今回負担を求めるんではなくて、やはり部

署内での経費削減で、これ、多分言ってくると

思うんですけど、今回また下水道料金が上がる

ならば、皆さんが発行してらっしゃる領収書つ

きのはがきですね、これ、いつも言ってます、

私、市民税領収書で、毎月発行したのを年に１

回にしたらどうか、それから、必要な人にだけ

はがきを通知したらどうか。銀行引き落としを

されてる方ですね、銀行引き落としをされてい

る方には通帳に残るわけですよ、下水道料金を

払いましたと。そういう方々には、もうはがき

を送らない。市民が必要ないと言われる。で

も、皆さんはしょっちゅう、この使用料のあれ

が変わるもんだから、常にそれと領収書をつけ

ないと、はがきを出さないとだめだという形

で、市民税のほうは年に１回のはがき通知にな

りましたけど、下水道のほうは、毎月今でも発

行されてますよね。でも、もう、そういう時代

じゃなくて、ペーパーレス化してですね、必要

な方には下水道の領収書は発行せないかんけれ

ども、銀行引き落としをされてる方には、もう
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はがき通知はとめたらいいんじゃないですか。

どうなんですか、その辺の区別が、もうできる

時代に来ていると思うんですけど、その辺はど

う考えられてますか。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） 太田委員

のほうがおっしゃったことについては十分理解

いたします。 

 総体的な部分で、先ほど言いましたように、

附帯意見ということで、審議会の委員さんのほ

うも経費削減という部分で、経費削減もいろん

な範囲がございまして、全体的な部分で、こち

らとしても努力をしていきたいというふうに考

えております。 

 今、納付書等の発行等について、担当のほう

から、ちょっと説明をさせていただきたいと思

います。 

○下水道総務課長補佐兼業務係長（坂井宏全

君） 下水道総務課の坂井でございます。 

 ただいま委員から御質問がありました領収書

の発行につきましては、市税等の状況も十分参

考にさせていただきながら、経費の削減につい

てはですね、検討をしてまいりたいと思ってお

ります。 

 また、業務の中でも、経費の削減できるとこ

ろはですね、十分突き詰めながら、経費の削減

を検討してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○委員（太田広則君） ぜひですね、４月から

改定されて、下水道料金が上がりますといった

ときにですね、何十年も変わってらっしゃらな

い、例えば、この汚水料の使用料ですね、とい

う方々に絞って、確かに人が移動すれば、汚水

の量も変わります。いなくなったり、入居した

りということで、都度変化があるかと思うんで

すけど、大変だと思うんです。でも、会計の中

にはですね、銀行引き落としをされている方に

は、それをもって領収書にかえることができる

という規約があるわけですから、そこをうまく

ですね、やると、皆さんが毎月発行している手

間も省けるし、そういった業務的な部分もです

ね、非常に皆さんも削減できるかと思いますん

で、先ほど言いましたように、必要な方には領

収書を発行する。必要でないという、アンケー

トを１回とられたらどうですか。そういった形

で市民税もやったと思うんですね。ですから、

ぜひその要望をしておきます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（堀 徹男君） そもそもの話なんです

けど、先ほど課長の説明にですね、下水道法に

基づく適正な受益者負担の額に近づくには、平

成３７年度までの料金改定でいけば、なるとい

うことだったんですけど、そもそもの料金設定

のときにですね、下水道の、まだ整備の範囲っ

て広かったと思うんですよね、当初の計画で

は。もう、高田とか日奈久とか、球磨川以南は

下水道の整備はしないという方針を打ち出され

たときに、そもそもの受益者の分母が減ってし

まうと。本来整備をして、将来的にトータル

で、例えば、１万軒いたとすれば、もう既に６

０００軒でペイをするような計算をしなくちゃ

ならなくなったというふうに捉えられるのかな

あと思うんですよね。その中での適正な料金設

定なのか。そもそも全て計画どおりに下水道が

整備されたときの分母で、初めてそれぞれの受

益者が負担する額がどれぐらいだったのかとい

うのがですね、ちょっと、その辺があって初め

て、どこが適正なのかなというのがわかるんじ

ゃないかなと思うんですけど、難しいですよ

ね。ここで言えば、分母が６０００なら６００

０で割る金額で、もういいんですよと。インフ

ラもそれに伴ってしか整備してないのでという

ことであればですね、一つの計算方法としては

成り立つのかなと思うんですけど、そこら辺の

解釈って、どうしたらいいんですか。 

○理事兼下水道建設課長（福田新士君） 委員
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お尋ねの件にそぐうかわからないんですけれど

も、下水道の維持管理費につきましては、最終

的に水処理センターで処理をしております。そ

の施設の管理部門も料金等に反映してまいりま

すので、今のところ、言われたとおり、区域を

拡張していけば、将来的には増設なりの費用が

加算してきまして、それに伴う処理費用も上回

ってくる予想でありました。しかし、それを区

域を縮小したがために、増設の計画を縮小し

て、それに伴いまして、必要なくなった処理部

分、それの費用も、将来的には縮小したという

考えを持っていただければ、キャパが平成３７

年ごろには確定したところで進みますので、整

備が終わったときには、それを粛々と維持管理

させていただくということで、よろしいでしょ

うか。 

○委員（堀 徹男君） ちょっと、何かスケー

ルがちょっとでかくてですね、もう少し読み込

ませていただきたいと思います。 

○委員長（中村和美君） ほかございません

か。 

○委員（山本幸廣君） 今回の改定について

は、先ほどから賛成をするということで、私は

冒頭から思っているんですけども、そこらあた

りの、それに対する問題というのは、先ほど言

いましたですよね。やはり利用者の方々とい

う、受益者負担をされる方々に対しての意識、

そしてまた、意識も向上してほしいということ

も大事ですけども、まずは、施設の長寿命化と

いうのをですね、これも、やっぱりきちっと頭

の中で整理をして、これはですね、耐用年数も

２０年を３０年でするとか、長寿命化を進めて

いく。さらに、単年度の下水道の事業の削減

を、縮減、削減等々に努力をする。そういうの

は、やっぱり対応して、お互いにですね、ウイ

ン・ウインの中で対応していかなければです

ね、この会計、特別だろうが、企業会計だろう

がですね、先行きは大変なことになるというこ

と、先ほど来、基準外の繰り入れということ

を、冒頭課長が言われたんですけども、ここあ

たりも全部血税なんですよね。そういうのを含

め、この事業という、ここの下水道事業とい

う、この事業は、先行きは本当に不透明で、心

配な、はっきり言って、会社みたいなもんです

よ。それでですね、あえてこういう発言をしと

るわけでありますけども、コストをですね、い

かに削減するかということを頭に入れてです

ね、使用料の改定をするんだということをです

ね、今回認識を持っていただけばなと思いま

す。いかがでしょうかね。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） 先ほどか

ら何回も言っておりますように、当然維持管理

経費という部分が、今後突発的な修繕であった

りとか、そういうことがあり得ないとも限りま

せん。そういうところを含めた中でですね、現

在でもストックマネジメント的な考え方の中

で、なるたけ長寿命化させながら、アセットマ

ネジメントという新しい考え方もございますの

で、十分対応をさせていただきたいなというふ

うに思っております。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） 課長から、アセットマ

ネジメントが出たんですけども、なかなか、私

は結論としては、本市は難しいだろうなと、取

り組むのは。やはり、市長が全職員にですね、

きちっとした、この下水道事業というのをです

ね、全職員の取り組みというのが、仙台市のア

セットマネジメントの対応なんです。本市とし

ては、なかなか、あそこは１０８万人おりま

す。うちは十二、三万ですから、マネジメント

の中では大事かもしれませんけども、仙台市の

ですね、この事業については、なかなかうちは

厳しいなということで、私は、取りまとめた所

見を出したんですけども、そういうことは別と

して、基本的には長寿命化をしていく、施設を

大事にしていく、そして、単年度の事業につい
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ては、ある程度の事業を進めていく、それにつ

いて、利用者の、受益者負担の方々のですね、

理解を求めていく。総合的には、やはり、この

事業というのが、ある程度の終結をしなければ

ですね、私は、基準外、特に一般会計の繰り入

れというのは多くなっていく可能性がありま

す。可能性あります、これは。そういう中で、

じゃあ、どういうひとつの事業をしていったら

いいのかと、管渠の問題で。それは、やはり合

併浄化槽等々にして、農業の集落排水等を含め

てですね、総合的に考えてほしいなということ

と思いますので、はい。答弁要りません。 

○委員長（中村和美君） それでは、ほかにあ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、意見があ

りましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１５１号・八代市下水道条例の一部改

正については、原案のとおり決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１５２号・八代市農業集落排水処理施

設条例の一部改正について 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１５２

号・八代市農業集落排水処理施設条例の一部改

正についてを議題とし、説明を求めます。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） 下水道総

務課、久木田でございます。 

 では、引き続き座って説明をさせていただき

たいというふうに思います。 

 議案第１５２号・八代市農業集落排水処理施

設条例の一部改正につきまして説明をさせてい

ただきます。 

 資料につきましては、先ほどの下水道条例と

同じく、表紙がつきました、議案第１５２号・

八代市農業集落排水処理施設条例の一部改正と

いう資料がございますので、そちらのほうをお

願いいたします。 

 １ページのほうをお願いいたします。 

 農業集落排水処理施設事業につきましては、

平成２２年度から、おおむね４年ごとに改正を

行っておりまして、今回で３回目でございま

す。 

 改定理由につきましては、記載のとおり、下

水道条例の一部改正と同様でございますが、平

成３１年度から使用料の改定について、農業集

落排水処理施設事業審議会に諮問しましたとこ

ろ、諮問どおりの平成３１年４月１日施行、平

均改定率７.５％の値上げが妥当であるという

旨の答申を、平成３０年１０月１２日に得まし

たところでございますので、答申に基づいて改

定を行うものでございます。 

 また、あわせまして、本条例第１６条の別表

第３中の公共施設の名称を、市町村合併時より

略称で定めておりましたので、今回正式名称に

見直しを行っておるものでございます。 

 次に、使用料体系につきましては、下の表の

とおりでございます。米印で記載のとおり、区

分ごとの単価は、各区分が平均して７.５％に

近い改定率となるように設定をしております。 

 ２ページの上段には、一般世帯の使用料の比

較表を掲載しておりますが、世帯員数で多い区

分の３人世帯でいいますと、現在、税抜きで４

１２９円が４４３８円に、値上げ幅が３０９円

で、率が７.５％となります。 

 ２ページの下段には、使用料の改定による影

響額を掲載しておりますが、年間２５０万円程

度を見込んでおりまして、４年間で約１０００

万を見込んでおります。 

 次に、Ａ４判の１枚物の折れ線グラフの資料
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をごらんをいただきたいというふうに思いま

す。 

 この資料の見方につきましては、先ほど下水

道条例の一部改正に添付したグラフと同様でご

ざいますが、まず、水色の線の使用料収入は、

４年ごとの使用料改定の際は増加し、それ以外

では人口減少等によりまして減少するものの、

全体としては若干の増加というのを見込んでお

ります。 

 次の、茶色の線の使用料対象経費につきまし

ては、繰り出し基準の見直し等により、かなり

の変動が見られますものの、今後は使用料対象

経費でございます維持管理費と資本費、いわゆ

る起債の元利償還金でございますけど、そのう

ち、資本費が特に減っていくという見込みによ

り、減少するものと見込んでおります。 

 そこで、今回の使用料改定率は７.５％でご

ざいますが、下水道事業と同様に、平成３７年

度を１００％の適正負担となる目標年度と位置

づけ、平成３５年度のあと１回の予定とはなり

ますが、それまでは４年ごとに段階的な使用料

改定を行っていくといった考え方に、試算した

ものでございます。 

 以上で、議案第１５２号・八代市農業集落排

水処理施設条例の一部改正についての説明とさ

せていただきます。御審議のほど、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。ないですね。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） それでは、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１５２号・八代市農業集落排水処理施

設条例の一部改正については、原案のとおり決

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１５３号議案・八代市浄化槽条例の一

部改正について 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１５３

号・八代市浄化槽条例の一部改正についてを議

題とし、説明を求めます。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） 下水道総

務課の久木田でございます。 

 それでは、引き続き座って説明をさせていた

だきたいというふうに思います。 

 議案第１５３号・八代市浄化槽条例の一部改

正について説明をさせていただきます。 

 資料につきましては、同じく配付しておりま

す、別冊の資料のほうをお願いしたいと思いま

す。 

 １ページのほうをお願いいたします。 

 浄化槽市町村整備推進事業につきましても、

平成２２年度から、おおむね４年ごとに改正を

行っており、今回で３回目でございます。 

 改定理由は記載のとおりでございますが、平

成３１年度からの使用料改定について、浄化槽

市町村整備推進事業審議会に諮問しましたとこ

ろ、諮問どおりの平成３１年４月１日施行、平

均改定率７.５％の値上げが妥当である旨の答

申を、平成３０年１０月１２日に得ましたこと

から、答申に基づいて改定を行うものでござい

ます。 

 次に、使用料体系につきましては、一般世帯

は下の表のとおりで、現在が、人槽と世帯員数

から成る料金体系でございますけど、それを、

世帯員数のみによる制度へ見直しを行いまし

て、基本料金額を３８００円とし、世帯員割額

を、現状どおりの６人を限度としまして４２０
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円とするものでございます。 

 ２ページには、一般世帯の使用料の比較表を

掲載しておりますが、米印で記載のとおり、使

用料体系の見直しによりまして、この表では人

槽区分ごとの改定後の使用料は同額の表記とな

っているようなところでございます。 

 世帯員数で多い区分の７人槽の２人世帯でい

いますと、現在、税抜きで４４３０円が４６４

０円に、値上げ幅が２１０円で、率が４.７％

になります。 

 また、３ページの上段のほうには、事業所な

どの使用料の比較表になります。事業所などに

ついては、現在の人槽制のままで、それぞれの

人槽区分が経費回収率１００％となるようにし

まして、一般世帯を含めた事業全体で、今回の

平均の改定率の７.５％となるように見直しを

行っております。 

 ３ページの中段には、使用料の改定によりま

す影響額を掲載しておりますが、年間１８０万

円程度を見込んでおりまして、４年間で約７０

０万円を見込んでおります。 

 次に、Ａ４判の１枚物の折れ線グラフの資料

をごらんをいただきたいと思います。 

 この資料の見方については、先ほどの下水道

条例の一部改正などに添付しましたグラフと同

様でございますが、まず、水色の線の使用料収

入につきましては、４年ごとの使用料改定の際

は増加し、それ以外では人口減少などによりま

して減少するものの、全体としましては若干の

増加を見込んでおります。 

 次の、茶色の線の使用料対象経費につきまし

ては、個別の合併浄化槽を、現在も要望に応じ

て整備しておりますので、資本費の大幅な減少

は見込めないものの、人口減少などによりまし

て、維持管理費等の減少により微減するという

見込みでございます。 

 そこで、今回の使用料改定率７.５％でござ

いますが、下水道事業と同様に平成３７年度を

１００％の適正負担となる目標年度と位置づ

け、それまでは４年ごとに段階的な使用料改定

を行っていくといった考え方により、試算をし

たものでございます。 

 以上で、議案第１５３号・八代市浄化槽条例

の一部改正についての説明といたします。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。ないようですね。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（太田広則君） 先ほど言いましたけど

も、農業集落排水処理施設、それから、浄化槽

市町村整備推進、こっちのほうも全て領収書が

ですね、はがきで通知されているのであれば、

銀行口座引き落としをされている方々にはです

ね、あえてはがきは必要ないんじゃないかと、

必要な方だけに領収書を年に１回に発行すると

か、そのすると、経費が大分削減されると思い

ますので、改めて要望しておきます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（堀 徹男君） 決算のときだったと思

うんですけれども、この下水道等の資料です

ね、将来ビジョンを示せるような資料をつくっ

てくださいというふうにお願いをしたと思いま

す。そのときの意見を反映していただいてです

ね、こういったものを、折れ線グラフの入った

資料をつくってもらえたのかなというふうに思

っています。 

 青の線と赤の線ですか、この間が基準外繰り

入れの部分だよというのがですね、はっきりこ

うやって、視覚として認識できるような資料を

提供していただけたのは、本当ありがたかっ

た。それ、全般的にですね、今回の提案に当た
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っての資料もわかりやすくつくってあったとい

うふうに思います。 

 我々はですね、この立場で、こういった説明

をしっかり聞いて、できるわけなんですけれど

も、市民の方にとってはですね、やっぱり値段

が上がるということは、それが適正な料金改定

であったとしてもですね、やっぱり市民感情と

しては、なかなか受け入れがたいものがあるん

じゃないかなというふうには思います。 

 そこをですね、将来のビジョンに向けて、し

っかりと説明をしていく手だてもですね、あわ

せてされてはいかがかなというふうに意見を申

し述べさせていただきたいと思います。 

○委員長（中村和美君） ほか意見ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１５３号・八代市浄化槽条例の一部改

正については、原案のとおり決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 小会します。 

（午前１１時３２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３５分 本会） 

◎陳情第４号・八代市中心市街地活性化に伴う

八代市袋町町内旧河川堤防「とも」一部撤去に

ついて 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、請願・陳情の審査に入ります。 

 本委員会に付託となっておりますのは、継続

審査の陳情１件です。 

 それでは、陳情第４号・八代市中心市街地活

性化に伴う八代市袋町町内旧河川堤防「とも」

一部撤去についてを議題といたします。 

 文書表のとおりでございますが、もう、皆さ

ん熟読でけておると思いますので、本陳情につ

いて、質疑、意見等はありませんか。 

○委員（田方芳信君） この件につきましては

ですね、まだまだちょっと、しっかりと精査す

るところがあると思いますので、できれば継続

でお願いをいたします。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なかれば、お諮りい

たします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 陳情第４号・八代市中心市街地活性化に伴う

八代市袋町町内旧河川堤防「とも」一部撤去に

ついては、継続審査とすることに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

件は継続審査とすることに決しました。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任いただきたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 執行部入れかえのために、小会します。 

（午前１１時３７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３８分 本会） 

◎所管事務調査 

・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

・生活環境に関する諸問題の調査 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議
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題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、都市計画・建設

工事に関する諸問題の調査、生活環境に関する

諸問題の調査、以上の２件です。 

 このうち、都市計画・建設工事に関する諸問

題の調査に関連して２件、生活環境に関する諸

問題の調査に関連して１件、執行部から発言の

申し出があっておりますので、これを許しま

す。 

                              

・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

（下水道浸水対策事業に伴う契約締結と進捗状

況について） 

○委員長（中村和美君） それでは、まず、下

水道浸水対策事業に伴う契約締結と進捗状況に

ついてをお願いします。 

○理事兼下水道建設課長（福田新士君） 下水

道建設課長の福田でございます。 

 着座にて説明させていただきます。 

 下水道浸水対策事業に伴う契約締結と進捗状

況について御報告させていただきます。 

 資料は、別冊の平成３０年１２月建設環境委

員会所管事務調査、建設部下水道建設課です。

お手元にございますでしょうか。（｢はい」と

呼ぶ者あり） 

 本市の下水道浸水対策事業は、近年のゲリラ

豪雨のような局所的な集中豪雨により、市内各

所で浸水被害が発生していることから、平成２

８年度に国の補助事業として採択を受け、雨水

調整池の整備を行うとともに、また、老朽化が

進む雨水ポンプ場の改築も計画的に行うこと

で、市民の安全・安心の確保に寄与すること

で、鋭意事業を実施しております。 

 １ページめくっていただきまして、資料１を

ごらんください。 

 それでは、北部中央雨水調整池整備工事の契

約締結について説明いたします。 

 まず、工事概要としまして、近年、田中西町

の北部中央公園周辺において、梅雨時期等の集

中豪雨により、浸水被害がたびたび発生してお

り、市民の日常生活や経済活動の妨げとなって

おります。 

 また、平成２４年７月に、時間最大７３ミリ

の豪雨を記録した際、田中西町、田中東町周辺

で５０ヘクタールの浸水被害が発生しておりま

す。 

 そこで、本工事では浸水被害の軽減を目的と

して、集中豪雨発生時に一時的に雨水を貯留す

る施設である雨水調整池を北部中央公園グラウ

ンド地下に整備するものです。 

 工事件名は、下建第４４号、北部中央雨水調

整池整備工事、工期は平成３０年１１月１９日

から平成３３年２月２６日とし、契約金額は税

込み１２億９６００万円、受注者は福岡建設・

中山建設・八代港湾工業建設工事共同企業体で

す。 

 １ページめくっていただき、資料２をごらん

ください。 

 大雨時に床上浸水や道路冠水による市道一時

通行どめなどの被害が生じている状況の一部を

撮影したものです。左の写真が田中西町の肥後

銀行田中町支店周辺、右の写真が田中東町のニ

ーナデンタルクリニック周辺です。 

 １ページめくっていただき、資料３をごらん

ください。 

 今回の工事場所の位置図になります。北部中

央雨水調整池整備工事につきましては、右上部

にあります田中西町にある北部中央公園のグラ

ウンド地下に調整池を整備する事業となりま

す。 

 また、後から説明します中央ポンプ場改築工

事委託については、図面の左下にあります中央

ポンプ場の改築更新工事を行うものです。 

 １ページめくっていただきまして、資料４を

ごらんください。 

 今回設置します調整池の平面図になります。
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外形で４１.４メートル四方の調整池をグラウ

ンド地下に整備します。貯留量は７１００立方

メートルで、２５メートルプールの約１６杯分

に相当いたします。グラウンドにつきまして

は、工事期間中は使用できませんが、完了後は

現在と同じように使用できる予定となります。 

 １ページめくっていただきまして、資料５を

ごらんください。 

 施設の断面図になります。グラウンド地表か

ら約３０メートル下の支持地盤に口径７００ミ

リメートルの基礎ぐい１８６本を施工しまし

て、その上に調整池を整備することとしており

ます。 

 以上で、北部中央雨水調整池整備工事につい

ての説明を終わります。 

 引き続き、中央ポンプ場改築工事委託第２期

の契約締結及び第１期工事の進捗状況について

御説明いたします。 

 １ページめくっていただきまして、資料６を

ごらんください。 

 １項目め、中央ポンプ場改築工事委託第２期

協定締結についてでございます。 

 昨年度に引き続き、中央ポンプ場の長寿命化

を図るために改築工事を行っておりますが、２

期目につきましても、日本下水道事業団と協定

を締結いたしました。 

 協定期間は、平成３０年１１月９日より平成

３２年３月３１日といたし、協定金額としまし

ては５億４８００万円としております。 

 協定の内容といたしましては、中央ポンプ場

にあります３台のディーゼルエンジンポンプの

うち、口径１８００ミリメートルポンプ１台の

エンジンを更新し、さらに、エンジン制御用電

気設備についても同時に更新するものでござい

ます。 

 ２項目め、中央ポンプ場改築工事委託第１期

協定変更についてでございます。 

 昨年度より、日本下水道事業団によりまし

て、中央ポンプ場改築工事に係る建築工事・機

械設備工事・電気設備工事の３件全ての入札及

び契約が完了しましたものの、入札残が生じま

したことから、当初協定金額８億７８００万円

を７億６８００万円と１億１０００万円の減額

を行う協定変更を行いました。 

 また、熊本地震等による復興・復旧工事が進

む中、最近の人手不足による影響を受けまし

て、建築工事の入札不調が続きまして、当初契

約予定時期より５カ月ほどおくれ、工期の見直

しが必要となりましたことから、今年度末に協

定期間を延長する予定としております。 

 １ページめくっていただき、資料７をごらん

ください。 

 中央ポンプ場改築工事施工前の状況写真を添

付しております。 

 １ページめくっていただきまして、資料８を

ごらんください。 

 現在の改築工事の進捗状況を撮影したもので

ございます。左上より、屋上防水施工状況で

す。その右が建屋内部足場設置状況です。 

 その右が、アスベスト除去状況でございま

す。現在はアスベストの撤去はほぼ完了してお

り、その下の写真のように、アスベストのかわ

りにガラスクロスを設置しているところです。 

 下段真ん中の写真は、耐震壁を設置するた

め、既存の壁を壊している状況です。 

 下段左は、外部足場設置状況です。現在は、

劣化した表面のレンガを取り除く工事を進めて

いる状況でございます。 

 １ページめくっていただき、資料９をごらん

ください。 

 現在の改築工事スケジュール及び契約状況を

まとめたものでございます。 

 最後になりますが、北部中央雨水調整池整備

工事並びに中央ポンプ場改築工事は、本市浸水

対策事業として重要な工事と考えておりますこ

とから、工事を安全に進めるとともに、予定さ
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れた供用開始に間に合うよう、工事管理を万全

に行いながら、事業を進めてまいる所存でござ

います。 

 以上で、下水道浸水対策事業に伴う契約締結

と進捗状況について、報告を終わらせていただ

きます。よろしくお願いします。 

○委員長（中村和美君） 本件について、何か

質疑、意見等はありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 今、課長が言われたよ

うに、建設委員会で、管内調査で、ポンプ場も

視察をした経緯がありますよね。そういう中

で、老朽化も含めてですけども、改築をされる

ということで、大変担当部としてもですね、大

変苦労なされて、一生懸命頑張ってこられた、

その結果だと思いますけども、入札残等含め

て、入札が不履行になったということもありま

すので、そこらあたりについては、最後のお言

葉で、万全を期して事業を進めていくというこ

とでありますので、担当の職員の方々、大変だ

と思いますけどもですね、いろいろと職員の不

足等についてはですよ、やはりきょうの人勧

で、あのような議案が出てきましたけども、や

はりスペシャリストをですね、そこに１年間配

置するとか、そういう中で、職員の負担を軽減

するようなことをですね、考えてみてはどうか

なというふうに、本議員は思うんですが、いか

がでしょうか。 

○理事兼下水道建設課長（福田新士君） 委員

申し出の件に関しまして、ありがとうございま

す。 

 きょう、担当します２名の職員は同席してお

ります。 

 それと、御心配の中央ポンプ場につきまして

は、下水道事業団のほうが介しておりますの

で、少しは安心かなと思います。 

 それと、北部中央公園の調整池につきまして

は、職員が１人で対応するのには高額な、大き

な工事でありますので、現場管理のほうの委託

をですね、今、補助対象として申し上げており

ますので、それは、次年度契約を結んだら、少

しは負担が減るのかなと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で、

下水道浸水対策事業に伴う契約締結と進捗状況

についてを終了いたします。 

                              

・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

（都市計画道路八の字線開通について） 

○委員長（中村和美君） 次に、都市計画道路

八の字線開通についてをお願いします。 

○都市整備課長（一美晋策君） 都市整備課課

長、一美でございます。 

 都市計画道路八の字線開通について御報告さ

せていただきます。 

 着座にて説明させていただいてよろしいでし

ょうか。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○都市整備課長（一美晋策君） 失礼します。 

 資料につきましては、先ほど配らせていただ

きました、Ａ４縦の資料となります。 

 八の字線につきましては、南部幹線から麦島

線までの延長１２６０メートル、幅員１６メー

トルの道路のうち、今回一番西側にあります南

部幹線から市道植柳新町葭牟田線までの延長１

９０メートルにつきまして、平成２６年度から

整備を行ってまいりましたところでございます

が、今回その整備が完了しますことから、今

月、平成３０年１２月２１日金曜日午後２時を

もって開通を予定しておりますことを御報告申

し上げます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） 本件について、何か

質疑、御意見等ありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 今説明がありましたよ
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うに２１日開通、心から、職員の方々には、地

元でありますけれども、その八の字線のです

ね、通行される高校生等々、そしてまた、タク

シーの方々からもですね、すばらしい道路がで

きましたねということで、安全なですね、八の

字線が開通しましたので、その担当された方々

に、この場でありますけども、心から敬意を表

するとともにですね、安全対策の中で、すばら

しい白線が引いていただきました。そういうこ

とを踏まえて、御苦労に、地権者との交渉等に

大変苦労なされた担当の職員の方々に、この場

でありますけども、改めて敬意を表したいと思

います。（｢ありがとうございます」と呼ぶ者

あり） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で、なければ、

都市計画道路八の字線開通についてを終了いた

します。 

 執行部入れかえのために、小会します。

（｢どうもありがとうございました」と呼ぶ者

あり） 

（午前１１時５３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時５４分 本会） 

・生活環境に関する諸問題の調査 

（第２次八代市環境基本計画（素案）につい

て） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、第２次八代市環境基本計画（素案）に

ついてをお願いします。 

○環境課長（武宮 学君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）環境課の武宮でございます。 

 第２次八代市環境基本計画（素案）について

説明させていただきます。 

 着座にて、失礼ですが、説明させていただき

ます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○環境課長（武宮 学君） 本日お配りしてお

ります資料は、Ａ３横の第２次八代市環境基本

計画（素案）の概要、このＡ３横でございま

す。これと、第２次八代市環境基本計画（素

案）という冊子でございます、になりますが、

本日は、主にＡ３横の概要を用いまして、説明

させていただきます。以降、説明の中では、計

画の名称を基本計画と呼ばせていただきます。 

 まずは、第２次基本計画の策定経緯につい

て、簡単に説明させていただきます。 

 第２次基本計画につきましては、平成２１年

に策定しました第１次基本計画が、本年度をも

って計画期間が終了しますことから、昨年度か

ら計画策定に着手しておりまして、昨年度は、

市民や事業者で構成されます、環境パートナー

シップ会議での検討や環境審議会での審議を踏

まえ、計画の骨子を作成いたしました。 

 本年度に入りまして、関係各課で構成します

庁内検討会議を立ち上げ、計画の根幹となりま

す、具体的な取り組みについて、主に検討を重

ねてきたところでございます。 

 それでは、早速第２次基本計画（素案）の主

な内容について説明させていただきます。 

 Ａ３横の、先ほど申しました、計画素案の概

要をごらんください。 

 まず、１、計画内容に記載しております、

（１）の計画策定の目的、及び（２）の計画の

位置づけでございますが、基本計画は、八代市

環境基本条例の規定に基づき、本市の環境施策

を総合的かつ計画的に推進していくことを目的

に策定するものでございまして、本市の環境行

政のマスタープランとして位置づけておりま

す。 

 次に、（３）の計画期間でございます。第１

次基本計画では１０年間としておりましたが、

第２次の基本計画では、総合計画との整合を図

るため、来年度から２０２６年度までの８年間
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としております。 

 次に、（４）の計画の目標でございます。右

面に計画の体系図を掲載しております。 

 目指す環境像につきましては、第２次総合計

画の基本目標であります、人と自然が調和する

まちを掲げておりまして、それを実現するため

の環境目標としましては、総合計画との整合を

図るため、環境学習・環境保全行動の促進、自

然環境の保全、生活環境の保全・創造、地球環

境問題への対応、それから、循環型社会の推進

の５つを、本計画の柱となります環境目標とし

て定めているところでございます。 

 また、それぞれの環境目標ごとに、一番右で

ございますが、２つから３つの施策の方向性を

掲げておりまして、その中でも星印をつけてお

ります７つの項目につきましては、重点分野と

して位置づけているところでございます。 

 （５）の具体的な取り組みでございます。具

体的な取り組みにつきましては、計画書のほう

で説明をさせていただきます。 

 第４章、具体的な取り組みの５４ページをお

開きください。 

 このページでは、（２）で各主体の定義を記

載しておりますほか、（３）で、２０１５年９

月の国連サミットで採択されました、持続可能

な開発目標でありますＳＤＧｓと本計画との関

係を整理しております。 

 右のページ、５５ページは、国連サミットで

採択されました、ＳＤＧｓの１７の目標を示し

ております。 

 １枚めくっていただきまして、５６ページか

らが具体的な取り組みとなります。 

 ５６ページから５７ページは、環境目標１、

環境学習・環境保全行動の促進に関する施策の

方向性であります高い環境意識を持った人づく

りを進めるための取り組み、具体的には、環境

学習に関する取り組みを掲げております。 

 構成としましては、市、市民、環境活動団

体、そして、事業者の順に、それぞれが取り組

むべき具体的な事項を掲げておりまして、特

に、市の取り組みにつきましては、取り組みの

末尾に主管課名を明記しますとともに、数値目

標を掲げているところでございます。 

 また、先ほど説明いたしました、ＳＤＧｓと

の関係につきましては、５６ページ上段に、色

でアイコンを示しておりまして、この分野に関

しましては、ＳＤＧｓの目標のうち、ナンバー

４と１２、１３と１７の４項目が関連している

ことを示しております。 

 このような構成で、施策の方向性ごとに、８

１ページまで、各主体の具体的な取り組みを記

載しておりまして、また、次のページ、８２ペ

ージには、施策の方向性とＳＤＧｓとの関連を

一覧表で示しております。 

 後ほど御確認方、よろしくお願い申し上げま

す。 

 それでは、Ａ３横の概要に戻ります。 

 （６）の進行管理でございます。環境の分野

は幅が広く、関連する課かいも多岐にわたりま

すことから、よりよい環境をつくっていくため

には、市のみならず、各主体が一丸となって環

境保全行動を実践していくことが肝要でござい

ます。 

 そのようなことから、進行管理におきまして

は、毎年度、市民や事業者の意見を聞きなが

ら、計画の進捗状況を点検、評価し、業務や施

策の継続的な改善を図っていくこととしており

ます。 

 最後に、今後の予定でございますが、現在、

１１月３０日から１２月２０日まで、基本計画

素案のパブリックコメントを実施しているとこ

ろでございまして、その後、環境審議会での審

議、答申等々を踏まえ、来年２月ごろには計画

を決定したいと考えております。 

 以上、駆け足ではございましたが、説明とさ

せていただきます。 
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○委員長（中村和美君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で、

第２次八代市環境基本計画（素案）についてを

終了します。（｢ありがとうございました」と

呼ぶ者あり） 

 そのほか、当委員会の所管事務調査につい

て、何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で所

管事務調査２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りします。 

 当委員会の所管事務調査２件、及び陳情１件

については、なお審査及び調査を要すると思い

ますので、引き続き閉会中の継続審査及び調査

の申し出をいたしたいと思いますが、これに御

異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 

 これをもって、建設環境委員会を散会いたし

ます。 

（午後０時０５分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成３０年１２月１１日 

建設環境委員会 

委 員 長 
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